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Celebration 

委員会報告

☆ 司会進行  SAA –山本敦弘 君 

＜ゲスト＞ 
＊日高新報社 中原章雅 様 
 

 
 
 
 

【会員お誕生日】 
  森 裕之 君 
 
 
 
 
 
 
 

  会長 松本政彦 君 

皆様この間は、忙しい中、芋掘りに参加して頂き有難うござ

いました。大変ご苦労さまでした。 

子供たちも我々も楽しそうに元気な笑顔を見せて頂き我々

も元気をいただきました。本当に有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は中原さんをお迎えしています。 

日頃私たちは中原さんに非常にお世話になっています。記

者として、私達が記者に対してしらないことがたくさんあります。

嬉しい事、悲しい事、楽しい事、やりにくい事、そういう事を私

達は中原さんに聞かせていただきたいなと思います。本日はよ

ろしくお願いします。 

 

   幹事 栗林久一 君 

〇１１月１７日（土）有田市で行われるＩＭの出席者を発表しま

す。松本政彦会長、栗原久一君、小池佳史君、細川幸三君、

稲垣崇君、尾崎達哉君、森本弘之君、雑賀鈴夫君、の８名

です。１２時３０分受付なのでロータリー財団委員長会議、稲

垣崇君、米山奨学委員長会議、森本弘之君、各クラブにお

ける委員長会議、尾崎達哉君、意見交換の担当者、細川幸

三君の４名は少し早めに行ってください。松本政彦君、栗原

久一君、小池佳史君、雑賀鈴夫君は１時３０分登録の第２部

の本会議となっております。 

〇グリーンクラブ「花を愛する会」月に 1 回出る事になったので

１１月１５日（木）９時御坊小学校で行います。よろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

〇１２月の忘年会例会は１２月１９日（水）が移動となって、 

１２月２２日（土）に決定しました。場所：一楓です。 

 

 

 

【情報委員会】 委員長  森 裕之 君  

今日の例会終了後、合同で家庭集会をわさびで行います。

会費は１人３，０００円です。 

 

 ｢日高新報社 中原 章雅 様｣ 

本日どうぞよろしくお願い致します。私は日高新報社の営業

部の部長をさせていただいております。日高新報に入社した

のが平成３年で入社して２８年になります。２８年前は新社屋が

完成した時で、今は会長になられております津村尚志会長に

「一緒にやってくれ、一緒に頑張ろう」というお声をかけて頂い

たのがきっかけです。今日ここでお話しさせていただくのは、

先日小池社長の方から一本の電話いただいて、「東ロータリー

の前で３０分話してくれ」というお願いを受けさせていただき今

日に至ります。 

少し日高新報社のＰＲをさせていたけたらと思います。私は

２８年営業畑でやってきました。成功したか失敗したかは分かり

ませんが、営業に対して、気を付けている事など少し話せたら

と思います。日高新報社は昭和３年９月１３日に第一号を発刊

した会社です。今年平成３０年９月１３日におかげさまで９０周 

会 長 告 知 

幹 事 報 告

本日のプログラム 



 

66.67% ⇒ 80.00%

出席率会員数 欠席者 出席者

10月24日 の修正出席率

15名 4名 11名 73.3%

次回例会のご案内 
 

★12/5 例会は 外来卓話 

陸上自衛隊和歌山駐屯地司令 

２等陸佐 外園（ほかぞの）浩幸 氏

年を迎えました。９月２４日にはホテル＆リゾート和歌山（旧紀

州南部ロイヤルホテル）で９０周年の記念祝賀会を開催させて

いただきました。松本会長様をはじめ皆様にご来場いただきま

して誠に有難うございました。 

 

 

 

 

日本には５大新聞社 

があります。読売新聞、 

朝日新聞、毎日新聞、産経新聞、 

日本経済新聞が日本を代表する新聞です。全国紙の特徴は

朝、北海道から沖縄の人が新聞を一斉に開いたら、一面のトッ

プニュースが同じということが特徴です。  

昨日の一番大きな出来事が一面のトップニュースとなります。

私たちの日高新報というのは、地方紙、 ローカル紙、マスコミ

では地元紙と表現されています。地方紙というのは、その地方

でしか発行されていないので地方紙と呼ばれています。和歌

山県には地方紙が６社です。和歌山市は、和歌山市を中心に

発行している和歌山新報さん。御坊は、日高新報、紀州新聞さ

ん、田辺では紀伊民報さんです。田辺市は人口も面積も広い

ので、紀伊民報さんの発行部数は日高新報と紀州新聞さんを

合わせても叶わないという部数になっています。新宮市には、

紀南新聞さん、熊野新聞さん、合わせて６社があります。有田

には有田タイムスといって１週間に１回の発行されている新聞と

和歌山特報さんという新聞社も有田にある新聞で１０日に１回

発行しているそうです。白浜では黒潮タイムス、白浜新聞という

新聞もあります。地方新聞は全国で２３０社あるそうです。日高

新報社の中にもさまざまな職種があります。取材をする編集部

の記者、新聞の下にある広告を掲載する営業部と、新聞を販

売する販売部、記事の配置、写真やタイトルの割り付けをする

工務部になります。新聞の１、３、１０、１１ページは当日の記事

になるので記者たちが朝から取材した記事を掲載するページ

に仕分け、１３時に編集長がＧＯサインをだし、輪転機を使い印

刷します。輪転機の印刷する速さは１秒間８部出来る速さなの

で、朝から３２人の力を結集して作った新聞がたった３０分で印

刷できるので１４時には新聞が出来上がります。もし万が一、ト

ラブルや事件、火事があったりした時は、その記事を入れるの

で新聞の配達が３０分遅れたりします。その時に読者の方々か

ら「今日は新聞休みですか」などひっきりなしに電話が鳴ります。

対応に大変なときもありますが、それだけ私たちの新聞を楽し

みに待ってくれているのだなと思います。 

私は３１歳の時から日高新報社で営業をさせていただいてお

ります。その時はライバル紙の紀州新聞さんにボコボコにされ

ていた時代です。商店街に行っても「紀州新聞さんだけでいい

わ」と言われるような時代でした。これを何とかしないといけない

と思い、なんとかし営業をこっちに向ける為に考えたことが３つ

あります。１つは笑顔、営業の時笑顔でお客さまに接する。２つ

めは元気、とにかく元気でいく。その２つをやってそれから商店

街の方々に覚えていただけるようになり、営業の声がかかるよう

になりました。元気で愛想よく笑顔で、モットーにしそれを若い

社員たちに教えています。 

もう１つはテンションです。いつも絶えず同じテンションで接し

させていただこう。というのもモットーであります。お客様のところ

にいって「今日は元気ないな」など気を使ってもらうようなことは

してはいけないということです。もうすぐ還暦を迎えようとしてい

ますが、そのテンションで今も頑張り続けています。「笑顔で元

気よく同じテンションで」が良かったのではないかと思っており

ます。 

 

  SAA 山本敦弘 君 

◇小池佳史 君 日高新報の中原部長、卓話宜しくお願いしま

す。 

◇尾崎達哉 君 先日の芋掘りご苦労様でした。 

◇細川幸三 君 先日の芋掘りお疲れ様でした。中原様、本日

はよろしくお願いします。 

 

  出席委員会 雑賀鈴夫 君 

 

 

 

 

 

 

▽１１月１７日（土）ＩＭ、有田市にて 
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